
Googleが2025年8月6日に発表した「Gemini」の新機能「ガイド付き学習」は、単なる技術革新を超
えて、教育とAIの関係に根本的な変化をもたらそうとしている。この機能は、従来の「答えを提供す
るAI」から「学習プロセスを導くAI」への劇的な転換点を示しており、OpenAIやAnthropicとの激し
い競争の中で生まれた革新的なアプローチである。同時期に提供が開始された大学生向けのGoogle
AI Proプラン12カ月無料提供と併せて、GoogleはAI教育市場における優位性確立を狙っている。

AI教育分野における主要企業の競争激化を示すタイムライン

Googleの「ガイド付き学習」が切り拓くAI教育の新
時代：競争激化する教育AI市場の深層分析
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AI教育ツールの技術革新と学習科学の融合



Googleの「ガイド付き学習」の背景には、教育研究に基づいて開発されたLearnLMモデルファミリ
ーがある。このモデルは、AI専門家、神経科学者、認知科学者、外部の学習専門家との連携により開
発され、従来のGeminiを教育用途に特化させたものだ。LearnLMは以下の5つの学習科学原則を組み
込んでいる：

アクティブラーニングの促進：タイムリーなフィードバックを伴う練習と健全な努力を可能にし、学
習者の能動的な参加を促す。

認知負荷の管理：複雑な情報を消化しやすい形で段階的に提示し、学習者の理解度に応じて調整す
る。

学習者への適応：個々の学習者の目標やニーズに動的に適応し、関連する教材に基づいた学習を提供
する。

好奇心の刺激：学習プロセス全体を通じてエンゲージメントを促し、モチベーションを維持する。

メタ認知の深化：学習計画の立案、進捗のモニタリング、学習者の自己反省を支援する。

OpenAIは2025年7月29日にChatGPTの「study mode」をリリースし、Anthropicは同年4月2日に
「Claude for Education」を発表した。これらの競合製品との比較では、いくつかの重要な差異が浮
かび上がる。

ChatGPTの学習モードは、ソクラテス式問答法を中核とし、直接的な答えではなくヒントや段階的
なガイダンスを提供する。この機能は無料版を含むすべてのプランで利用可能で、教育機関向けの
ChatGPT Eduへも展開される予定だ。

Claude for Educationは、高等教育機関に特化し、新しい「Learning mode」を搭載している。こ
のモードでは「この問題にどう取り組むか？」といった質問を通じて学生の推論プロセスを導き、批
判的思考スキルの育成に重点を置いている。

Geminiの「ガイド付き学習」の独自性は、画像、図、動画、インタラクティブなクイズなどのリッチ
なマルチモーダル応答を提供する点にある。これにより、複雑な概念の理解を視覚的・聴覚的にサポ
ートし、より包括的な学習体験を実現している。

AI教育市場は前例のない成長を遂げており、複数の調査機関が驚異的な成長率を予測している。
Knowledge Sourcing Intelligence社の調査によれば、世界のAI教育市場は2025年に189億2,400万
ドルと評価され、年平均成長率（CAGR）20.77%で成長し、2030年には486億2,600万ドルに達す
ると予測されている。

LearnLMモデル：教育に特化した新世代AI
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競合他社の類似機能との比較分析
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急成長するAI教育市場の現状と展望

市場規模の爆発的成長
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AI教育市場の急成長を示すエリアチャート（年平均成長率31.2%）

別の調査では、さらに積極的な成長予測も示されている。Meta Tech Insights社の報告では、市場は
2025年から2035年にかけて年平均成長率32.2%で成長し、2035年までに1,272億ドルに達するとし
ている。

初等中等教育分野でも、AI技術の導入が急速に進んでいる。K�12教育におけるAI市場は、2024年の3

億9,120万ドルから2034年には91億7,850万ドルに達すると予測され、年平均成長率は37.1%という
驚異的な数値を示している。

この成長の背景には、以下の要因がある：
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K�12教育技術市場の活況
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政府による教育システム強化への関与拡大：各国政府がデジタルリテラシー向上を重要政策とし
て位置づけている

個別最適化学習への需要増大：学習者一人ひとりのニーズに応じたカスタマイズされた教育の要
求

遠隔学習・ハイブリッド学習の普及：COVID�19を契機として定着したオンライン教育の継続的
発展

ゲーミフィケーションの活用拡大：学習への興味・関心を高める手法としてのゲーム要素導入



国内市場においても、教育テクノロジーへの投資が活発化している。シード・プランニングの調査に
よれば、日本の学習支援系システム市場は2019年度の151億円から2024年度に335億円まで拡大し、
2028年度には430億円に達する見込みだ。

文部科学省のGIGAスクール構想の推進により、教育用コンピュータの総台数も急激に増加してお
り、2019年度の373万台から2024年度には1,750万台、2028年度には2,390万台まで拡大すると予
測されている。

大学生のAI利用実態調査では、驚くべき普及速度が明らかになっている。データサイエンティスト協
会の2024年調査によれば、大学生のAI利用率は前年の29%から47%へと大幅に増加した。学年別で
は大学1年生の利用率が最も高く53%に達し、理系学生では57%が利用している。

より最新の調査では、さらに高い利用率が報告されている。株式会社イマーゴの調査（2025年）で
は、大学生の約84%が週1回以上生成AIサービスを利用しており、全体の77%の学生が大学1年生の時
にはすでにAI利用を開始していることが判明した。

就職活動においても、AI活用が急速に広がっている。マイナビの調査によれば、2026年卒業予定の
大学生・大学院生の66.6%が就職活動でAIを使用しており、前年調査から29.4ポイントの大幅増加
を記録した。利用方法では「エントリーシートの推敲」が68.8%と最も多く、「作業時間の短縮」
（62.6%）と「アウトプット改善」（58.0%）が主な理由として挙げられている。

AI活用の教育効果についても、科学的な検証が進んでいる。金沢星稜大学での実践研究では、生成AI
を活用したグループと使用しないグループを比較した結果、AI活用グループで表現力と自己主張力が
有意に向上し、コミュニケーション活性化と主体的・対話的な学びの促進に効果があることが示され
た。

AI教育技術の急速な普及と並行して、倫理的・法的・社会的課題（ELSI）への対応が重要な論点とな
っている。主要な課題として以下が指摘されている：

データプライバシーの保護：学習履歴や個人情報の適切な管理・保護体制の確立

AIバイアスの除去：学習データに含まれる偏見や差別的要素の排除

デジタルデバイド：経済的・地理的格差によるAI教育ツールへのアクセス格差

日本の教育DX市場動向
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大学生のAI利用実態と教育効果

利用率の急速な拡大
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就職活動でのAI活用拡大
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学習効果の科学的検証
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教育AI導入の課題と将来展望

倫理的・社会的課題への対応
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教育評価の公正性：AI支援による学習成果の適切な評価基準の策定

国内の主要大学では、既にAI活用教育への取り組みが本格化している。東北大学は全国に先駆けて
ChatGPTを導入し、業務効率化を推進。立命館大学は英語授業でChatGPTを試験導入し、東洋大学
は全学生向けにGPT�4活用教育システム「AI�MOP」を開発・導入している。

これらの先進事例では、単なるツール導入を超えて、教育方法論そのものの革新を目指している。AI
活用により教員の業務負担軽減と教育の質向上を同時に実現し、学習者の個別最適化学習を促進して
いる。

中国をはじめとする諸外国では、AI教育の国家戦略レベルでの推進が進んでいる。中国は2025年か
ら全国の小学1年生に年間最低8時間のAI学習を義務化すると発表し、2035年までの「強教育国家」
実現を目標に据えている。

こうした国際的な動向を踏まえ、日本においても教育AI分野での競争力強化が急務となっている。政
府の「AI戦略2022」では教育改革を重要な柱と位置づけ、リテラシー教育から応用人材育成まで包
括的な取り組みを展開している。

Googleの「ガイド付き学習」機能の登場は、AI教育分野における画期的な転換点を示している。従来
の情報検索・回答提供型のAIから、学習プロセス支援型のAIへの進化は、教育の本質的価値である
「考える力の育成」とAI技術の融合を実現した。

OpenAIとAnthropicとの三つ巴の競争により、教育AI技術は急速な進歩を遂げており、学習科学に基
づいた機能設計が重要な差別化要因となっている。市場規模の爆発的成長予測と実際の利用率急増
は、この分野の巨大な潜在力を物語っている。

今後の展望として、以下の点が重要となる。第一に、技術革新と教育理念の調和である。AIツールの
高度化と並行して、教育の根本目的である人間性の涵養と批判的思考力の育成を両立させる必要があ
る。第二に、公平性の確保である。AI教育ツールへのアクセス格差が新たな教育格差を生み出さない
よう、制度設計と技術開発の両面からの対応が求められる。

第三に、国際競争力の強化である。中国をはじめとする諸外国の積極的なAI教育推進に対抗するた
め、産学官連携による戦略的な取り組みが不可欠だ。最後に、持続可能な発展である。急激な技術変
化に対応しつつ、教育現場の負担を最小化し、長期的な視点での人材育成を実現する仕組み作りが重
要となる。

Googleの「ガイド付き学習」が示した方向性は、AI教育の未来を予見させる重要な一歩である。この
技術革新を起点として、真に学習者中心の教育システムが構築され、人類の知的発展に寄与すること
が期待される。

⁂

教育機関の戦略的対応
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国際競争力強化への道筋
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結論：AI教育の新時代に向けた提言
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